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 令和５年余市町議会第２回臨時会会議録（第１号） 

 

開 会  午前１０時００分 

閉 会  午前１１時２２分 

 

                                                 

 

 〇招 集 年 月 日              

  令和５年４月２５日（火曜日）       

 

 〇招 集 の 場 所              

  余市町議事堂               

 

 〇開     会              

  令和５年４月２５日（火曜日）午前１０時 

 

  〇出 席 議 員  （１８名）       

  余市町議会議長  ３番 中 井 寿 夫 

  余市町議会副議長  ８番 土 屋 美奈子 

  余市町議会議員  １番 野 呂 栄 二 

      〃      ２番 吉 田   豊 

      〃      ４番 藤 野 博 三 

      〃      ５番 内 海 博 一 

      〃      ６番 庄   巖 龍 

      〃      ７番 山 本 正 行 

      〃      ９番 岸 本 好 且 

      〃     １０番 彫 谷 吉 英 

      〃     １１番 茅 根 英 昭 

      〃     １２番 近 藤 徹 哉 

      〃     １３番 安 久 莊一郎 

      〃     １４番 大 物   翔 

      〃     １５番 中 谷 栄 利 

      〃     １６番 白 川 栄美子 

      〃     １７番 寺 田   進 

      〃     １８番 伊 藤 正 明 

 

 〇欠 席 議 員  （０名）        

 

 〇出 席 者              

  余 市 町 長  齊 藤 啓 輔 

    副    町    長  渡 邊 郁 尚 

    総  務  部  長  髙 橋 伸 明 

  総 務 課 長  越 智 英 章 

  財 政 課 長  髙 田 幸 樹 

  税  務  課  長  庄 木 淳 一 

  民 生 部 長  篠 原 道 憲 

  保 険 課 長  小 黒 雅 文 

  総 合 政 策 部 長  阿 部 弘 亨 

  政 策 推 進 課 長  橋 端 良 平 

  農 林 水 産 課 長  奈 良   論 

  商 工 観 光 課 長  原 田 孝 嗣 

  建 設 水 道 部 長  千 葉 雅 樹 

  教 育 委 員 会 教 育 長  前 坂 伸 也 

  教 育 部 長  浅 野 敏 昭 

 

 〇事務局職員出席者             

  事  務  局  長  羽 生 満 広 

  議 事 係 長  細 川 雄 哉 

  書         記  山 内 千 洋 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 会議録署名議員の指名       

  第 ２ 会期の決定            

      議長の諸般報告          

  第 ３ 議案第 １号 余市町税条例の一部 
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      を改正する条例案         

  第 ４ 議案第 ２号 余市町都市計画税条 

      例の一部を改正する条例の一部を改 

      正する条例案           

  第 ５ 議案第 ３号 余市町国民健康保険 

      税条例の一部を改正する条例案   

  第 ６ 議案第 ４号 余市町半島振興対策 

実施地域における固定資産税の不均 

一課税に関する条例を廃止する条例 

案                

  第 ７ 議案第 ５号 余市町の区域内にあ 

      らたに生じた土地の確認について  

  第 ８ 議案第 ６号 余市町の町の区域の 

      変更について           

  第 ９ 議案第 ７号 余市町固定資産評価 

員の選任につき同意を求めることに 

ついて              

  第１０ 推薦第 １号 余市町農業振興協議 

      会委員の推薦について       

  第１１ 議員の派遣について        

                              

開 会 午前１０時００分 

〇議長（中井寿夫君） ただいまから令和５年余

市町議会第２回臨時会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は18名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 今期臨時会に提出されました案件は、議案７件、

推薦１件、議員の派遣について、他に議長の諸般

報告です。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第１、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第119条の規定によ

り、議席番号５番、内海議員、議席番号６番、庄

議員、議席番号７番、山本議員、以上のとおり指

名いたします。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第２、会期の決定を

議題といたします。 

 この際、議会運営委員会の委員長からの報告を

求めます。 

〇16番（白川栄美子君） 令和５年余市町議会第

２回臨時会開催に当たり、昨日午前10時より委員

会室におきまして議会運営委員会が開催されまし

たので、その審議経過並びに結果につきまして私

からご報告申し上げます。 

 委員７名の出席の下、さらに説明員として渡邊

副町長、髙橋総務部長、越智総務課長の出席があ

りましたことをご報告申し上げます。 

 今期臨時会に提出されました案件は、議案７件、

推薦１件、議員の派遣について、他に議長の諸般

報告でございます。 

 会期につきましては、本日１日と決定いたしま

したことをご報告申し上げます。 

 なお、日程の割り振りにつきましては、議員各

位のお手元に日程表が配付されておりますので、

省略させていただきます。 

 さらに、内容につきましてご報告申し上げます。 

 日程第３、議案第１号 余市町税条例の一部を

改正する条例案、日程第４、議案第２号 余市町

都市計画税条例の一部を改正する条例の一部を改

正する条例案、以上２件につきましては、それぞ

れ関連がありますので、一括上程の上、即決にて

ご審議いただくことに決しました。 

 日程第５、議案第３号 余市町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例案につきましては、即

決にてご審議いただくことに決しました。 

 日程第６、議案第４号 余市町半島振興対策実

施地域における固定資産税の不均一課税に関する

条例を廃止する条例案につきましては、即決にて

ご審議いただくことに決しました。 

 日程第７、議案第５号 余市町の区域内にあら
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たに生じた土地の確認について、日程第８、議案

第６号 余市町の町の区域の変更について、以上

２件につきましては、それぞれ関連がありますの

で、一括上程の上、即決にてご審議いただくこと

に決しました。 

 日程第９、議案第７号 余市町固定資産評価員

の選任につき同意を求めることについてにつきま

しては、即決にてご審議いただくことに決しまし

た。 

日程第10、推薦第１号 余市町農業振興協議会

委員の推薦についてにつきましては、即決にてご

審議いただくことに決しました。 

 日程第11、議員の派遣についてにつきましては、

即決にてご審議いただくことに決しました。 

なお、今期臨時会の運営に当たり、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から説明員につき

ましては審議案件を考慮した出席とする旨確認が

なされておりますことをご報告申し上げます。 

 以上を申し上げまして、議会運営委員会の報告

といたします。 

〇議長（中井寿夫君） ただいま委員長から報告

のとおり、今期臨時会の会期は本日１日といたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、今期臨時会の会期は本日１日と決定い

たしました。 

 今期臨時会は、地方自治法第121条第１項の規定

により説明員として通知のありました者はお手元

に配付のとおりでありますので、ご了承願います。 

 次に、傍聴人の定員について申し上げます。 

 傍聴規則第３条の規定により、傍聴人は報道関

係者と他に一般傍聴者38名となっておりますこと

をご報告申し上げます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 次に、諸般の報告をいた

します。 

 地方自治法第235条の２第３項の規定によりま

す例月出納検査の結果報告が監査委員からありま

したので、その写しを配付しておりますので、ご

了承願います。 

 以上で諸般報告を終わります。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 次に、さきに議会運営委

員会の委員長から報告がありましたように、日程

第３、議案第１号 余市町税条例の一部を改正す

る条例案、日程第４、議案第２号 余市町都市計

画税条例の一部を改正する条例の一部を改正する

条例案、以上２件を一括議題とすることにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程第３ないし日程第４を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇税務課長（庄木淳一君） ただいま上程されま

した議案第１号 余市町税条例の一部を改正する

条例案につきまして、その提案理由をご説明申し

上げます。 

 地方税法等の一部を改正する法律（令和５年法

律第１号）、地方税法施行令の一部を改正する政

令（令和５年政令第132号）並びに地方税法施行規

則等の一部を改正する省令（令和５年総務省令第

36号）及び地方税法施行規則の一部を改正する省

令（令和５年総務省令第37号）が令和５年３月31日

にそれぞれ公布され、原則として同年４月１日か

ら施行されることにより、本町税条例におきまし

ても所要の改正を行うものでございます。 

 改正の主な内容について申し上げます。個人住

民税につきましては、令和６年度に課税が開始さ

れる森林環境税の導入に伴う改正でございます。 

 次に、固定資産税につきましては、法令改正に

伴う引用条文の項ずれ等に対応するものでありま

す。 
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 次に、軽自動車税につきましては、環境性能割

について半導体不足等の状況を踏まえ現行の税率

区分を令和５年12月末まで据え置き、各税率区分

における燃費基準達成度を３年間で段階的に引き

上げ、種別割について電気自動車等を取得する場

合におけるグリーン化特例等について適用期限を

３年延長する改正でございます。 

 以下、議案を朗読し、ご説明いたします。 

 議案第１号 余市町税条例の一部を改正する条

例案。 

 余市町税条例の一部を改正する条例を次のとお

り制定する。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町税条例の

一部を改正する条例。 

 余市町税条例（昭和37年余市町条例第６号）の

一部を次のように改正する。 

 第34条の９第２項中「又は」の次に「当該控除

することができなかった金額のうち法第314条の

９第２項後段に規定する還付をすべき金額によ

り」を加え、「の同項の」を「の前項の」に、「若

しくは町民税に充当し」を「、個人の町民税若し

くは森林環境税を納付し、若しくは納入し」に、

「に充当する」を「を納付し、若しくは納入する」

に改める。 

 第36条の３の２第５項中「第３項」を「第４項」

に改め、同項を同条第６項とし、同条第４項中「第

２項」を「第３項」に改め、同項を同条第５項と

し、同条第３項中「前２項」を「第１項及び前項」

に改め、同項を同条第４項とし、同条第２項中「前

項」を「第１項」に改め、同項を同条第３項とし、

同条第１項の次に次の１項を加える。 

 ２ 前項又は法第317条の３の２第１項の規定

による申告書を給与支払者を経由して提出する場

合において、当該申告書に記載すべき事項がその

年の前年において当該給与支払者を経由して提出

した前項又は法第317条の３の２第１項の規定に

よる申告書（その者が当該前年の中途において次

項の規定による申告書を当該給与支払者を経由し

て提出した場合には、当該前年の最後に提出した

同項の規定による申告書）に記載した事項と異動

がないときは、給与所得者は、施行規則で定める

ところにより、前項又は法第317条の３の２第１項

の規定により記載すべき事項に代えて当該異動が

ない旨を記載した前項又は法第317条の３の２第

１項の規定による申告書を提出することができ

る。 

 第38条の見出し中「方法」を「方法等」に改め、

同条第１項中「によって」を「により」に改め、

同条に次の１項を加える。 

 ３ 森林環境税は、当該個人の町民税の均等割

を賦課し、及び徴収する場合に併せて賦課し、及

び徴収する。 

 第41条の見出し中「町民税」を「個人の町民税」

に改め、同条中「個人町民税額及び」を「個人の

町民税額、個人の」に、「の合算額」を「及び森

林環境税額の合算額」に、「によって」を「によ

り」に改める。 

 第44条第１項中「前年中において」の次に「給

与の支払を受けた者であり、かつ、同日において」

を加え、「によって」を「により」に、「におい

ては」を「には」に改め、「均等割額」の次に「（こ

れと併せて賦課徴収を行う森林環境税額を含む。

次項及び第５項において同じ。）」を加え、同条

第２項中「においては」を「には」に、「によっ

て」を「により」に改め、同条第３項及び第５項

中「によって」を「により」に改め、同条第６項

中「によって」を「により」に、「納税義務者か

らの申出」を「当該納税義務者からの申出」に、

「その事由がその年の」を「当該納税義務者が」

に、「発生した場合には、当該納税義務者」を「給

与の支払を受けないこととなった場合には、その

者」に、「退職手当の全部」を「退職手当等の全

部」に改める。 
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 第46条中「第５号の15様式」の次に「若しくは

第５号の15の２様式又は施行規則第２条の６の規

定により総務大臣が定めた様式」を加え、「によ

って」を「により」に改める。 

 第47条第１項中「によって」を「により」に、

「においては」を「には」に改め、同条第２項中

「通知によって」を「通知により」に、「第17条

の２の規定によって」を「第17条の２の２第１項

第２号に規定する市町村徴収金関係過誤納金とみ

なして、同条第３項、第６項及び第７項の規定を

適用することができるものとし、当該市町村徴収

金関係過誤納金により」に、「に充当する」を「を

納付し、又は納入することを委託したものとみな

す」に改める。 

 第47条の２第１項中「によって徴収することが」

を「により徴収することが」に、「においては」

を「には」に改め、「及び均等割額」の次に「（こ

れと併せて賦課徴収を行う森林環境税額を含む。

以下この条及び第47条の５において同じ。）」を

加え、「によって徴収する場合」を「により徴収

する場合」に、「によって徴収する。」を「によ

り徴収する。」に改め、同項第２号及び同条第２

項中「によって」を「により」に改める。 

 第47条の６第１項中「によって」を「により」

に、「においては」を「には」に改め、同条第２

項中「方法によって」を「方法により」に、「第

17条の２の規定によって」を「第17条の２の２第

１項第２号に規定する市町村徴収金関係過誤納金

とみなして、同条第３項、第６項及び第７項の規

定を適用することができるものとし、当該市町村

徴収金関係過誤納金により」に、「に充当する」

を「を納付し、又は納入することを委託したもの

とみなす」に改める。 

 第48条第１項及び第５項中「第22号の４様式」

の次に「又は第22号の４の２様式」を加える。 

 第50条第１項中「第22号の４様式」の次に「又

は第22号の４の２様式」を加え、同条第２項中「に

おいては」を「には、」に改める。 

 第82条第１号エ中「及び」を「、」に改め、「３

輪のもの」の次に「及び道路運送車両の保安基準

（昭和26年運輸省令第67号）第１条第１項第13号

の６に規定する特定小型原動機付自転車」を加え

る。 

 第98条第１項及び第５項並びに第101条第１項

中「第34号の２の５様式」の次に「又は第34号の

２の５の２様式」を加える。 

 附則第８条第１項中「令和６年度」を「令和９

年度」に改める。 

 次のページをお開き願います。 

 附則第10条中「、第63条又は第64条」を「又は

第63条」に、「、第63条若しくは第64条」を「若

しくは第63条」に改める。 

 附則第10条の２第３項中「附則第15条第15項」

を「附則第15条第14項」に改め、同条第４項中「附

則第15条第22項」を「附則第15条第21項」に改め、

同条第５項中「附則第15条第23項第１号」を「附

則第15条第22項第１号」に改め、同条第６項中「附

則第15条第23項第２号」を「附則第15条第22項第

２号」に改め、同条第７項中「附則第15条第23項

第３号」を「附則第15条第22項第３号」に改め、

同条第８項中「附則第15条第24項第１号」を「附

則第15条第23項第１号」に改め、同条第９項中「附

則第15条第24項第２号」を「附則第15条第23項第

２号」に改め、同条第10項中「附則第15条第26項

第１号イ」を「附則第15条第25項第１号イ」に改

め、同条第11項中「附則第15条第26項第１号ロ」

を「附則第15条第25項第１号ロ」に改め、同条第

12項中「附則第15条第26項第１号ハ」を「附則第

15条第25項第１号ハ」に改め、同条第13項中「附

則第15条第26項第１号ニ」を「附則第15条第25項

第１号ニ」に改め、同条第14項中「附則第15条第

26項第２号イ」を附則第15条第25項第２号イ」に

改め、同条第15項中「附則第15条第26項第２号ロ」

を「附則第15条第25項第２号ロ」に改め、同条第
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16項中「附則第15条第26項第２号ハ」を「附則第

15条第25項第２号ハ」に改め、同条第17項中「附

則第15条第26項第３号イ」を「附則第15条第25項

第３号イ」に改め、同条第18項中「附則第15条第

26項第３号ロ」を「附則第15条第25項第３号ロ」

に改め、同条第19項中「附則第15条第26項第３号

ハ」を「附則第15条第25項第３号ハ」に改め、同

条第20項中「附則第15条第29項」を「附則第15条

第28項」に改め、同条第21項中「附則第15条第33項」

を「附則第15条第32項」に改め、同条第22項中「附

則第15条第34項」を「附則第15条第33項」に改め、

同条第23項中「附則第15条第39項」を「附則第15条

第38項」に改め、同条第24項中「附則第15条第43項」

を「附則第15条第42項」に改め、同条第25項中「附

則第15条第44項」を「附則第15条第43項」に改め、

同条第27項を削る。 

 附則第10条の３第12項中「附則第７条第13項」

を「附則第７条第17項」に改める。 

 附則第15条の２を削る。 

 附則第15条の２の２第４項中「100分の10」を

「100分の35」に改め、同条を附則第15条の２とす

る。 

 附則第15条の６第３項を削る。 

 附則第16条第１項中「第８項」を「第４項」に

改め、同条第２項中「令和２年４月１日から令和

３年３月31日まで」を「令和４年４月１日から令

和８年３月31日まで」に、「令和３年度分」を「、

当該初回車両番号指定を受けた日の属する年度の

翌年度分」に改め、同条第３項から第６項までを

削り、同条第７項中「附則第30条第７項」を「附

則第30条第３項」に、「３輪以上のガソリン軽自

動車」を「３輪以上の法第446条第１項第３号に規

定するガソリン軽自動車（以下この項及び次項に

おいて「ガソリン軽自動車」という。）」に改め、

「、当該ガソリン軽自動車が令和３年４月１日か

ら令和４年３月31日までの間に初回車両番号指定

を受けた場合には令和４年度分の軽自動車税の種

別割に限り」を削り、「令和５年３月31日」を「令

和８年３月31日」に、「令和５年度分」を「、当

該初回車両番号指定を受けた日の属する年度の翌

年度分」に、「第３項の表の左欄に掲げる同条の

規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表

の右欄に掲げる字句」を「同条第２号ア（イ）中

「3,900円」とあるのは「2,000円」と、同号ア（ウ）

Ａ中「6,900円」とあるのは「3,500円」」に改め、

同項を同条第３項とし、同条第８項中「附則第30条

第８項」を「附則第30条第４項」に改め、「、当

該ガソリン軽自動車が令和３年４月１日から令和

４年３月31日までの間に初回車両番号指定を受け

た場合には令和４年度分の軽自動車税の種別割に

限り」を削り、「令和５年３月31日」を「令和７

年３月31日」に、「令和５年度分」を「、当該初

回車両番号指定を受けた日の属する年度の翌年度

分」に、「第４項の表の左欄に掲げる同条の規定

中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右

欄に掲げる字句」を「同条第２号ア（イ）中

「3,900円」とあるのは「3,000円」と、同号ア（ウ）

Ａ中「6,900円」とあるのは「5,200円」」に改め、

同項を同条第４項とする。 

 附則第16条の２第１項中「第８項」を「第４項」

に改め、同条第３項中「100分の10」を「100分の

35」に改める。 

 附則第17条の２第１項及び第２項中「令和５年

度」を「令和８年度」に改める。 

 附則第24条中「。次条において「新型コロナウ

イルス感染症特例法」という。」を削る。 

 附則 

 （施行期日） 

 第１条 この条例は、公布の日から施行し、令

和５年４月１日から適用する。ただし、次の各号

に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行す

る。 

 （１） 第82条第１号エの改正規定及び附則第

４条第１項の規定（この条例による改正後の余市
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町税条例（以下「新条例」という。）附則第16条

の２第３項に係る部分を除く。） 令和５年７月

１日 

 （２） 第34条の９第２項並びに第38条の見出

し及び同条第１項の改正規定、同条に１項を加え

る改正規定並びに第41条、第44条、第47条、第47条

の２及び第47条の６の改正規定並びに附則第15条

の２の２の改正規定（同条第４項中「100分の10」

を「100分の35」に改める部分に限る。）及び附則

第16条の２第３項の改正規定並びに次条第１項並

びに附則第４条第１項（新条例附則第16条の２第

３項に係る部分に限る。）及び第３項の規定 令

和６年１月１日 

 （３） 第36条の３の２の改正規定及び次条第

２項の規定 令和７年１月１日 

 （町民税に関する経過措置） 

 第２条 前条第２号に掲げる規定による改正後

の余市町税条例の規定中個人の町民税に関する部

分は、令和６年度分以後の年度分の個人の町民税

について適用し、令和５年度分までの個人の町民

税については、なお従前の例による。 

 ２ 新条例第36条の３の２第２項の規定は、令

和７年１月１日以後に支払を受けるべき余市町税

条例第36条の３の２第１項に規定する給与（以下

この項において「給与」という。）について提出

する同条第１項の規定による申告書について適用

し、同日前に支払を受けるべき給与について提出

した同項の規定による申告書については、なお従

前の例による。 

 （固定資産税に関する経過措置） 

 第３条 次項に定めるものを除き、新条例の規

定中固定資産税に関する部分は、令和５年度以後

の年度分の固定資産税について適用し、令和４年

度分までの固定資産税については、なお従前の例

による。 

 ２ 令和３年４月１日から令和５年３月31日ま

での期間（以下この項において「適用期間」とい

う。）内に地方税法等の一部を改正する法律（令

和３年法律第７号）附則第１条第４号に掲げる規

定による改正前の地方税法（昭和25年法律第

226号）附則第64条に規定する中小事業者等（以下

この項において「中小事業者等」という。）が取

得（同条に規定する取得をいう。以下この項にお

いて同じ。）をした同条に規定する特例対象資産

（以下この項において「特例対象資産」という。）

（中小事業者等が、同条に規定するリース取引（以

下この項において「リース取引」という。）に係

る契約により特例対象資産を引き渡して使用させ

る事業を行う者が適用期間内に取得をした同条に

規定する先端設備等に該当する特例対象資産を、

適用期間内にリース取引により引渡しを受けた場

合における当該特例対象資産を含む。）に対して

課する固定資産税については、なお従前の例によ

る。 

 （軽自動車税に関する経過措置） 

 第４条 新条例第82条第１号エ及び附則第16条

の２第３項の規定は、令和６年度以後の年度分の

軽自動車税の種別割について適用し、令和５年度

分までの軽自動車税の種別割については、なお従

前の例による。 

 ２ 令和元年10月１日から令和３年12月31日ま

での間に取得されたこの条例による改正前の余市

町税条例附則第15条の２及び第15条の６第３項に

規定する３輪以上の軽自動車に対して課する軽自

動車税の環境性能割については、なお従前の例に

よる。 

 ３ 新条例附則第15条の２第４項の規定は、附

則第１条第２号に掲げる規定の施行の日以後に取

得された３輪以上の軽自動車に対して課すべき軽

自動車税の環境性能割について適用し、同日前に

取得された３輪以上の軽自動車に対して課する軽

自動車税の環境性能割については、なお従前の例

による。 

 ４ 新条例附則第16条の規定は、令和５年度以
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後の年度分の軽自動車税の種別割について適用

し、令和４年度分までの軽自動車税の種別割につ

いては、なお従前の例による。 

 以上、議案第１号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照

表を添付してございますので、ご高覧賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 引き続きまして、一括上程されております議案

第２号 余市町都市計画税条例の一部を改正する

条例の一部を改正する条例案につきまして、提案

理由をご説明申し上げます。 

 議案第１号と同様、地方税法等の一部を改正す

る法律等が公布されたことにより、本町都市計画

税条例の一部を改正する条例について所要の改正

を行うものであります。 

 改正の主な内容につきましては、都市計画税に

おきましても固定資産税同様、法令改正に伴う引

用条文の項ずれ等に対応するものであります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明いたします。 

 議案第２号 余市町都市計画税条例の一部を改

正する条例の一部を改正する条例案。 

 余市町都市計画税条例の一部を改正する条例の

一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町都市計画

税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条

例。 

 余市町都市計画税条例の一部を改正する条例

（昭和41年余市町条例第14号）の一部を次のよう

に改正する。 

 附則第３項（見出しを含む。）中「附則第15条

第15項」を「附則第15条第14項」に改める。 

 附則第４項（見出しを含む。）中「附則第15条

第33項」を「附則第15条第32項」に改める。 

 附則第５項（見出しを含む。）中「附則第15条

第34項」を「附則第15条第33項」に改める。 

 附則第６項（見出しを含む。）中「附則第15条

第39項」を「附則第15条第38項」に改める。 

 附則第７項（見出しを含む。）中「附則第15条

第44項」を「附則第15条第43項」に改める。 

 附則第18項中「第10項、第14項から第18項まで、

第20項、第21項、第25項、第28項、第32項から第

36項まで、第39項、第40項若しくは第44項」を「第

９項、第13項から第17項まで、第19項、第20項、

第24項、第27項、第31項から第35項まで、第38項、

第39項、第43項若しくは第46項」に改める。 

 附則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、公布の日から施行し、令和５

年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

 ２ 改正後の余市町都市計画税条例の一部を改

正する条例の規定は、令和５年度以後の年度分の

都市計画税について適用し、令和４年度分までの

都市計画税については、なお従前の例による。 

 以上、議案第２号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料といたしまして条例の新旧対照

表を添付してございますので、ご高覧賜りますよ

うお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 一括議題の議案２件についてこれより質疑を行

います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 まず、議案第１号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第１号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号 余市町税条例の一部を改

正する条例案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第２号 余市町都市計画税条例の

一部を改正する条例の一部を改正する条例案は、

原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第５、議案第３号 余

市町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇保険課長（小黒雅文君） ただいま上程されま

した議案第３号 余市町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例案につきまして、その提案理由

をご説明申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます余市町国民健康保

険税条例の一部を改正する条例案につきまして

は、地方税法施行令等の一部を改正する政令（令

和５年政令第132号）が令和５年５月１日から施行

されたことに伴い、余市町国民健康保険税条例に

つきまして改正を行うものでございます。 

 改正の主な内容といたしましては、国民健康保

険税の軽減基準のうち５割軽減に係る基準につい

て被保険者の数に乗ずべき金額を現行の28万

5,000円から29万円に、２割軽減に係る基準につい

て被保険者の数に乗ずべき金額を52万円から53万

5,000円に引き上げ、軽減範囲を拡大するほか、関

係部分について文言の改正を行うものでございま

す。 

 以下、議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 議案第３号 余市町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例案。 

 余市町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例を次のとおり制定する。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。余市町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例。 

 余市町国民健康保険税条例（平成11年余市町条

例第８号）の一部を次のように改正する。 

 第23条第１項第２号中「28万5,000円」を「29万

円」に改め、同項第３号中「52万円」を「53万

5,000円」に改める。 

 第24条の２第２項中「その他の特例対象被保険

者等であることの事実を証明する書類」を「又は

雇用保険受給資格通知（同令第19条第３項に規定

するものをいう。）」に改める。 

 附則第２項中「第23条第１項」を「第23条」に、

「同項中」を「同条第１項中」に改める。 
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 附則第３項、第４項、第６項から第９項まで、

第12項及び第13項中「第23条第１項の」を「第23条

の」に改める。 

 附則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、公布の日から施行し、令和５

年４月１日から適用する。 

 （経過措置） 

 ２ 改正後の余市町国民健康保険税条例の規定

は、令和５年度以後の年度分の国民健康保険税に

ついて適用し、令和４年度分までの国民健康保険

税については、なお従前の例による。 

 以上、議案第３号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、参考資料として条例の新旧対照表を添付

してございますので、ご高覧賜りますようお願い

申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

〇14番（大物 翔君） 毎年聞いておる話を今回

も伺います。 

 今回２割軽減と５割軽減の対象の金額というの

がまた今年も広がるということなのですけれど

も、ではこれによって新たに軽減を受けられるで

あろう世帯というのは何世帯程度を想定してい

て、かつ人数で見た場合何人程度の方が新たな対

象に加わっていくだろうということを想定されて

いるのかというのが１つ。 

 そして、その場合国民健康保険の加入世帯と加

入者の中で軽減を受けられる人というのが新しい

形になった場合に全体のどのぐらいの割合になる

のか、また人数はどのぐらいなのか。 

 そして、だんだん軽減を国のほうが広げていっ

てくれていることはいいことなのだけれども、こ

の状況というのはそもそもからして国保という税

制が、システムが抱えている根本的な問題点から

きているものなのです。では、担当課としては国

保というものが陥っている現状についてをどのよ

うに見ていらっしゃるのかというのを併せてお答

えいただきたいと思います。 

〇保険課長（小黒雅文君） 14番、大物議員のご

質問にご答弁申し上げます。 

 まず、１点目の軽減に係る世帯と人数、世帯で

ございますけれども、これにつきましては対象外

から２割軽減に措置されるものは11世帯となって

ございます。また、この人数につきましては19名、

そして２割から５割軽減になるものにつきまして

は10世帯、14名を見込んでございます。 

 世帯の加入者、世帯の見込みにつきましては…

…すみません、２点目の世帯の加入者の部分につ

きましては…… 

（何事か声あり） 

〇議長（中井寿夫君） 答弁調整のため暫時休憩

します。 

休憩 午前１０時４１分 

                              

再開 午前１０時４４分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 14番、大物議員の質疑に対する答弁を求めます。 

〇保険課長（小黒雅文君） 答弁調整のために貴

重なお時間をいただき、ありがとうございます。 

 14番、大物議員の２点目のご質問でございます

が、世帯の加入状況につきましては約2,600世帯で

ありますので、今回の該当につきましては0.05％

となってございます。 

 また、３点目の現状をどういうふうに考えてい

るかということにつきましては、やはり低所得者

に対する、今回の改正で軽減範囲の拡大を図るも

のでございますので、そういった部分で資するも

のであるというふうに考えてございます。 

〇14番（大物 翔君） 新たに１点目のほうの対
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象者が増えて、実際に賦課されて支払わねばなら

ない加入者のほうがちょっとでも助かっていくと

いうのは、これは望ましいことなのです。世帯全

体に占める割合について伺ったのは、私は新たに

加わった人も含めて２割軽減、５割軽減かかって

いる世帯が全国保加入者の中で何％になるのでし

ょうかということをお尋ねしたつもりだったので

す。私の多分聞き方が悪かったと思うのです。だ

から、そこはちょっと改めて答えてほしいなとい

うのが１つあります。 

 低所得者を何とか支えようというところに寄与

しているということは、もちろんおっしゃるとお

りだと思うのです。ただ、どうしてこんなことを

そもそもせねばならないのかということからすれ

ば、残念ながら国庫負担率が下がり続けてきた結

果であると。国民の国保が苛酷な国保になってい

るということが以前から申し上げているとおり

で、それに対する政策というものを、北海道とか

国は当然ながらどこの市町村に住んでいても同じ

国保税でという仕組みで統一保険税化を進めてい

くと。ただ、それは確かにそうなのかもしれない

けれども、では実際に払いなさいと言われている

側からすれば、ある種たまったものではないとい

う。いまだに緊急事態になった場合には市町村の

権限で何らかの救済政策が取れるようになるとい

う条項は今でも国保法上残っているのです。そう

したものを踏まえて、うちの町にいる国保の加入

者の人たちを少しでも支えてあげるという方向性

というのが今後ますます必要になってくるのでは

ないかなと考えるのですが、いかがでしょう。 

〇保険課長（小黒雅文君） 14番、大物議員から

の再度のご質問に答弁申し上げます。 

 全体で２割軽減の部分でございますが、こちら

につきましては世帯で0.12％、５割軽減につきま

しては全体の0.17％が改正後該当になる見込みで

おります。 

 また、２点目の国保加入者に対する考え方でご

ざいますが、そこは議員おっしゃるとおり、大変

重要な考え方であると思いますので、今後におき

ましてはそちらの部分も十分研究、検討してまい

りたいというふうに考えております。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第３号 余市町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例案は、原案のとおり可決

されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第６、議案第４号 余

市町半島振興対策実施地域における固定資産税の

不均一課税に関する条例を廃止する条例案を議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇税務課長（庄木淳一君） ただいま上程されま

した議案第４号 余市町半島振興対策実施地域に

おける固定資産税の不均一課税に関する条例を廃

止する条例案につきまして、その提案理由をご説

明申し上げます。 
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 所得税法等の一部を改正する法律（令和５年法

律第３号）が令和５年３月31日に公布され、同年

４月１日から施行されたことにより、本町半島振

興対策実施地域における固定資産税の不均一課税

に関する条例を廃止するものでございます。 

 廃止の理由について申し上げます。特定地域に

おける工業用機械等の特別償却制度についての見

直しが行われ、半島振興対策実施地域に係る措置

について対象地区から過疎地域に係る措置の対象

地区が除外されることから、重複地区においては

過疎法に基づく税制特例措置等のみが適用される

となることから、条例を廃止するものであります。 

 以下、議案を朗読し、ご説明いたします。 

 議案第４号 余市町半島振興対策実施地域にお

ける固定資産税の不均一課税に関する条例を廃止

する条例案。 

 余市町半島振興対策実施地域における固定資産

税の不均一課税に関する条例を廃止する条例を次

のとおり制定する。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。余市町半島振興対

策実施地域における固定資産税の不均一課税に関

する条例を廃止する条例。 

 余市町半島振興対策実施地域における固定資産

税の不均一課税に関する条例（平成26年余市町条

例第17号）は、廃止する。 

 附則 

 （施行期日） 

 １ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

 ２ この条例による廃止前の余市町半島振興対

策実施地域における固定資産税の不均一課税に関

する条例（以下「旧条例」という。）第２条の規

定による不均一課税を受けた者に対する固定資産

税の課税については、旧条例の規定は、なおその

効力を有する。 

 以上、議案第４号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

〇４番（藤野博三君） ちょっと質疑というか、

確認なのですけれども、この条例、平成26年に、

というのは私が町側に強く申し入れて、せっかく

こういう条例が法律上あるのに半島振興、余市町

も半島振興連盟かな、加盟しているし、そういう

形でぜひつくったらどうかということで町長と副

町長に強く勧めたという経緯があって、ただ現実

問題として今過疎に関するほうでもこの減免の関

係のものがあるので、実際半島振興に関わって不

均一課税が適用された件数が、件数というか、件

数はいいです。何件とかいうのはいいですけれど

も、実際そういうのが適用されたものがあるのか

どうか、それだけちょっと１点確認したいと思い

ます。 

〇税務課長（庄木淳一君） ４番、藤野議員のご

質問に答弁申し上げます。 

 半島振興対策実施地域における固定資産税の不

均一課税に該当するものですが、平成29年度から

令和元年度まで１件ございます。一部過疎のほう

と重複している部分がございまして、過疎のほう

の対象実施金額が2,700万円となってございまし

た。そこが2,700万円にいかなかったということ

で、この半島の不均一課税を使われた方がお一人

いらっしゃるということでございます。 

〇議長（中井寿夫君） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第４号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号 余市町半島振興対策実施

地域における固定資産税の不均一課税に関する条

例を廃止する条例案は、原案のとおり可決されま

した。 

 暫時休憩します。 

休憩 午前１０時５６分 

                              

再開 午前１１時０９分 

〇議長（中井寿夫君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 先ほどの日程第５、議案

第３号 余市町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例案の審議における14番、大物議員の質疑

に対する答弁について訂正の申出がありますの

で、それを許します。 

〇保険課長（小黒雅文君） すみません。先ほど

の14番、大物議員からのご質問で２割軽減、５割

軽減の全体の国保加入者に占める割合につきまし

て、私のほうで５割軽減につきまして0.17％と答

えさせていただきましたけれども、こちらにつき

ましては約17％に訂正させていただきたいと思い

ます。同じく２割軽減につきましては0.12％と答

弁させていただきましたが、約12％の誤りでござ

いましたので、よろしくお願いいたします。 

                       

〇議長（中井寿夫君） それでは次に、さきに議

会運営委員会の委員長から報告がありましたよう

に、日程第７、議案第５号 余市町の区域内にあ

らたに生じた土地の確認について、日程第８、議

案第６号 余市町の町の区域の変更について、以

上２件を一括議題とすることにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、日程第７ないし日程第８を一括議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇政策推進課長（橋端良平君） ただいま一括上

程されました議案第５号 余市町の区域内にあら

たに生じた土地の確認について並びに議案第６号 

 余市町の町の区域の変更について、その提案理

由をご説明申し上げます。 

 このたびご提案申し上げます議案２件でござい

ますが、余市漁港出足平地区の岸壁、船揚げ場等

の老朽化が進んでいることに伴い、漁港管理者で

あります北海道が水産物供給基盤機能保全事業を

活用し、漁港の整備を実施するものとして事業認

可を受け、令和元年５月28日、公有水面埋立法第

３条第４項の規定に基づき議会議決を経て埋立工

事に着手し、令和４年６月２日に竣工したことに

伴う新たな土地の確認に関わるものであります。

これら工事の完成に伴い、公有水面埋立法第22条

第１項の規定により北海道知事より工事の竣工認

可通知が令和４年度においてなされましたことか

ら、地方自治法第９条の５第１項の規定による余

市町の区域内に新たに生じた土地の確認及び地方

自治法第260条第１項の規定による余市町の町の

区域の変更について議会の議決を賜りたく、ご提

案申し上げるものでございます。 

 それでは、議案第５号及び第６号についてそれ

ぞれ議案を朗読し、ご説明申し上げます。 

 初めに、議案第５号を朗読申し上げます。議案
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第５号 余市町の区域内にあらたに生じた土地の

確認について。 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第９条の５

第１項の規定により、余市町の区域内にあらたに

生じた次の土地を確認する。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次ページをお開き願います。記、余市町の区域

内にあらたに生じた土地、余市郡余市町白岩町

63番地４地先の公有水面埋立地。面積、20.78平方

メートル。 

 なお、参考資料として公有水面埋立概要書及び

埋立箇所に係る図面を添付してございますので、

ご高覧賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、議案第６号を朗読申し上げます。議案第

６号 余市町の町の区域の変更について。 

 町の区域を次のとおり変更するため、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第260条第１項の規定に

より議会の議決を求める。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開き願います。記、あらたに生

じた土地の確認によるもの。町の名称、白岩町。

変更する町の区域、編入する公有水面埋立地、白

岩町63番地４地先の公有水面埋立地。面積、

20.78平方メートル。 

 なお、余市町の町の区域の変更に係る位置につ

きましては、議案第５号に添付の図面に示してお

ります公有水面埋立箇所と同じでございますの

で、後ほどご高覧賜りたいと存じます。 

 以上、議案第５号 余市町の区域内にあらたに

生じた土地の確認について並びに議案第６号 余

市町の町の区域の変更についてそれぞれ提案理由

をご説明申し上げましたので、よろしくご審議の

上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 一括議題の議案２件についてこれより質疑を行

います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 まず、議案第５号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第５号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号 余市町の区域内にあらた

に生じた土地の確認については、原案のとおり可

決されました。 

 次に、議案第６号についてお諮りいたします。

本案につきましては、会議規則第38条第３項の規

定により委員会の付託を省略いたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第６号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 
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 よって、議案第６号 余市町の町の区域の変更

については、原案のとおり可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第９、議案第７号 余

市町固定資産評価員の選任につき同意を求めるこ

とについてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〇町長（齊藤啓輔君） ただいま上程されました

議案第７号 余市町固定資産評価員の選任につき

同意を求めることについて、提案理由をご説明申

し上げます。 

 ご案内のとおり、本町４月１日付人事異動の発

令に伴いまして固定資産評価員についても異動が

生じましたので、地方税法第404条第２項の規定に

基づき、本臨時会において選任同意の提案を申し

上げる次第でございます。 

 地方税法第404条第２項には、市町村長が当該市

町村の議会の同意を得て選任すると規定されてお

りますことから、議員各位のお手元に配付してお

ります余市町富沢町13丁目31番地５、庄木淳一を

固定資産評価員としてご同意いただきたく、ご提

案申し上げる次第でございます。 

 次に、庄木淳一の職歴等について申し上げます。

現住所につきましては、余市郡余市町富沢町13丁

目31番地５でございます。職歴は、平成４年４月

に余市町職員として採用され、下水道課技術第２

係に配属、それ以降建設水道部下水道課建設係、

建設水道部都市建設課技術係、建設水道部下水道

課建設係、建設水道部建設課技術係、経済部農林

水産課農地整備係、経済部農林水産課農地整備係

長、民生部環境対策課主任技師、建設水道部下水

道課長、建設水道部まちづくり計画課長、令和５

年４月、総務部税務課長に就任し、現在に至って

おります。 

 それでは、お手元に配付してございます議案を

朗読申し上げます。 

 議案第７号 余市町固定資産評価員の選任につ

き同意を求めることについて。 

 余市町固定資産評価員に次の者を選任したいの

で、地方税法第404条第２項の規定により議会の同

意を求める。 

 令和５年４月25日提出、余市町長、齊藤啓輔。 

 次のページをお開きください。記、住所、余市

郡余市町富沢町13丁目31番地５。氏名、庄木淳一。

生年月日、昭和46年３月21日生まれ。 

 以上、議案第７号につきまして提案理由をご説

明申し上げましたので、よろしくご審議の上、ご

同意賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（中井寿夫君） 提案理由の説明が終わり

ました。 

 これより質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。本案につきましては、会議

規則第38条第３項の規定により委員会の付託を省

略いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号については委員会の付託を

省略することに決しました。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 討論なしと認めます。 

 これより議案第７号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号 余市町固定資産評価員の

選任につき同意を求めることについては、原案の

とおり同意可決されました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第10、推薦第１号 余
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市町農業振興協議会委員の推薦についてを議題と

いたします。 

 推薦の方法については、指名推選によりたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、推薦の方法は指名推選によることに決

しました。 

 お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名いたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議長において指名することに決しまし

た。 

 指名いたします。中井議員、藤野議員、以上の

とおり推薦することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認め、中井議員、藤野議員、以上の

議員を推薦することに決定いたしました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 日程第11、議員の派遣に

ついてを議題といたします。 

 お諮りいたします。会議規則第121条の規定によ

り、お手元に配付のとおり派遣することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議員の派遣をすることに決しました。 

                              

〇議長（中井寿夫君） 以上で本日の日程は全て

終了いたしました。 

 よって、会議を閉じます。 

 これをもって令和５年余市町議会第２回臨時会

を閉会いたします。 

閉 会 午前１１時２２分 
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